
る
•（

細
部
は
十
二
月
号
に
掲
載
済
）

五
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

0

国
家
公
務
員
忙
準
じ
て
町
職
員
の
給

与
を
改
訂
す
る
。

六
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
補
正
予

よ

し、

国

よ

し、

町

よ

し、

選

挙

~
る
議
員
定
数
は
十
ノ
人
を
十
ア
人
に

[
改
め
、
四
月
の
一
般
選
挙
か
ら
適
用

{
す
る
。

元
、
陳
情
南
予
水
資
源
開
発
計
画
中

~
肱
川
水
系
鳥
首
調
蓋
池
の
計
画
に
つ

i

い
て
、
地
元
宇
和
川
地
区
よ
り
陳
情

・o
今
後
県
の
計
画
進
行
に
伴
い
対
策
を

て
」
「
投
票
総
参
加
」
を
目
標
に
各
機

関
で
啓
発
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
と

な
り
近
所
、
誘
い
合
せ
て
、
一
人
も
も

れ
ず
投
票
に
行
く
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ

う。

外

科

病

院

化

と

び

ん

で

だ

い

虫
垂
炎
と
診
断
さ
れ
た
ら
、
万
障
＜

り
合
わ
せ
て
手
術
を
受
け
る
の
が
い
ち

ば
ん
で
す
。

医
師
の
診
断
を
受
け
る
ま
で
は
な
る

べ
く
安
静
を
守
り
、
絶
食
し
、
局
部
を

冷
や
し
ま
ふ
ノ
。

昭
和
叫
十
六
年
元
且

肱

川

町

職

員

お

め

で

と
A

つ
っゞ

｀ 

＾ 

ざ
し、

ま

す

同

．
て
お
く
の
が
年
金
制
度
で
す
。

・

研

究

す

る

。

璽

闘

星

．

．

 

国
民
年
金
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
の

~
+
、
請
願
柳
、
郷
及
中
津
、
王
要
幹
讐
お
し
ら
せ

．
要
求
に
応
じ
る
制
度
で
、
農
業
や
漁
業

[
線
道
に
対
す
る
補
助
交
付
方
忙
つ
い
~
，

に
従
畢
す
る
人
や
商
店
経
営
な
ど
の
自

て
。
~
一
、
妊
娠
検
診

~
住
民
課
国
民
年
金
係
齊
こ
業
者
、
そ
の
家
族
、
従
莱
員
な
ど
の

一
月
二
十
八
日
午
後
一
時
l

＝
一
時
~

~
0
産
業
委
員
会
に
付
記
へ
継
続
審
査

i[

肱

川

町

役

場

・

成

人

の

日

を

迎

え

る

皆

さ

ん

お

め

で

人

達

の

た

め

に

つ

く

ら

れ

た

も

の

で

す

。

j

i

一
般
質
間

[

と

う

こ

ざ

い

ま

す

。

国

民

年

釜

の

目

的

は

、

老

後

の

生

活

・
ニ
、
乳
児
健
康
相
談

~
中
居
議
員

'
一
月
二
十
九
日
午
後
一
時
L

―
一
時
~
二0
オ
は
人
生
の
ひ
と
つ
の
区
切
で
．
保
障
ば
か
り
で
な
く
、
け
が
や
病
気
の

~
一
、
学
校
の
管
理
に
つ
い
て

時
は
障
害
年
怠
、
王
人
と
死
別
し
た
と

＂
す
。
一
人
前
の
社
会
人
と
な
る
若
い
皆

~
二
、
土
木
事
業
技
術
者
の
確
保
に
つ
[
町
公
民
誼
二
階

；
き
母
子
年
釜
や
寡
婦
年
釜
、
遺
児
年
金

さ
ん
の
将
来
は
明
る
い
希
望
に
満
ち
あ

[

該

当

者

i

い
て

ふ
れ
、
新
し
い
国
家
の
に
な
い
手
と
し
}
守
事
故
に
対
す
る
所
得
保
障
も
含
ま
れ

．
生
後
ニ
ヶ
月
ー
お
誕
生
ま
で
の
赤
ち
＂

十
二
月
十
五
日
第
七
十
一
回
定
例
町
，
算
~
三
、
営
業
指
導
対
策
に
つ
い
て
．

~
ゃ
ん
て
の
栄
光
も
ま
っ
て
い
ま
す
。
王
い
ま
す
。

誠
会
を
招
集
、
全
譲
案
は
常
任
姿
員
会
．

o
一

般

会

計

追

加

七

―

-
K
)丁
山

口

議

員

一

、

過

疎

対

策

の

具

体

化

に

つ

い

て

]

其

の

他

希

望

者

・

大

き

な

夢

と

希

望

を

描

い

て

い

る

皆

．

日

本

の

年

金

制

度

は

、

国

民

年

金

を

に
付
記
審
査
を
終
り
、
十
七
日
本
会
議
＂
円

こ
ん
に
は
、
自
分
の
老
後
の
こ
と
な
ど
各
口
め
て
八
種
類
の
年
翁
制
厖
が
あ
り
、

を
開
い
て
原
案
の
通
り
議
決
閉
会
し
た
。
．
累
計
二
八
二
、
七
三

0
千
円
と
・
ニ
、
明
る
い
正
し
い
選
挙
の
町
宣
言
＂
ー
ロ
医
学

遠
い
将
来
の
こ
と
で
考
え
も
お
よ
ば
な
両
↑
人
の
日
本
人
で
あ
れ
ば
、
だ
れ
で
も

議

案

の

大

要

は

次

の

通

り

で

あ

る

。

な

る

°

[

に

つ

い

て

急

性

虫

垂

炎

の

．

い

か

も

し

れ

ま

せ

ん

が

、

現

実

の

問

題

ど

れ

か

の

年

釜

制

度

に

加

入

し

て

、

老

一
、
昭
和
四
十
凶
年
度
一
般
会
計
、
特
[
そ
の
王
な
る
も
の

と
し
て
い
ま
か
ら
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
．
後
や
単
政
に
そ
な
え
る
、
こ
の
こ
と
が
．
＇

別

会

計

歳

入

歳

出

決

算

認

定

・

給

与

改

訂

分

英

二

七

七

千

円

一

月

二

十

六

日

疑

の

あ

る

と

き

の

処

理

な

い

大

切

な

問

題

で

す

。

II
国
民
皆
年
戸
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

。

一

般

会

計

、

特

別

芸

計

の

総

計

[

知

単

選

挙

費

四

八

胆

千

円

年
末
年
始
は
旅
行
す
る
こ
と
の
多
い
．
日
本
人
の
寿
命
は
、
医
学
の
進
歩
や
名
実
と
も
に
、
社
会
人
と
し
て
ス
ク

歳

入

―

―

-
0
五
、
三
六

l

-

＿

千

円

児

童

手

当

（

七

0
人
分
）

．
ー
ト
す
る
「
成
人
の
日
」
を
機
会
に
国

知

事

選

挙

の

投

票

日

と

き

で

す

が

、

こ

ん

な

と

き

の

病

気

で

生

活

水

準

の

向

上

で

ど

ん

ど

ん

の

び

て

歳
出
二
八
六
、
五
二
＝
一
千
円
~
囮
二

0
千
円

苓
り
、
今
や
世
界
の
長
寿
国
の
ひ
と
つ
・
民
年
金
制
度
の
趣
旨
と
年
釜
制
辰
の
必

差
引
綜
越
額
一
八
、
八
四

0
千

円

簡

易

水

逗

単

業

六

、

0
五
0
千

円

な

に

よ

り

こ

わ

い

の

が

盲

腸

、

つ

ま

り

．

~
で
す
。
だ
れ
で
も
長
生
き
は
し
た
い
し
へ
要
性
を
よ
く
理
解
し
、
こ
れ
か
ら
の
生

細
部
に
つ
い
て
は
追
っ
て
掲
載
す
る
。
・
農
林
莱
岨
莱
費
八
、

P
-
―-
0
千
円
知
事
選
挙
の
投
票
日
は
、
い
よ
い
よ
急
性
虫
垂
炎
で
す
。

一
、
非
常
助
の
慇
喜
公
務
災
害
補
償
特
別
会
計
追
加
一
、
九
九
三
千
円
来
る
本
月
二
十
六
日
に
迫
り
ま
し
た
。
抗
生
靱
質
の
あ
る
現
代
で
は
死
亡
す
長
生
き
で
き
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
活
設
計
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

4
f

、
手
て
す
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
日
本
が
老

i

二
十
オ
に
な
っ
て
国
民
年
金
に
加
入

一

．
職
員
給
与
改
訂
分
と
給
食
セ
ン
ク
ー
選
挙
の
直
要
さ
は
今
史
い
う
注
で
も
る
こ
と
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
カ

で
す
。
：
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
で
注
だ
加
入

条
例
の
一
部
改
正

0

遺
族
補
償
年
釜
及
び
障
害
年
釜
の
額
材
科
費
四
四
四
千
円
な
い
と
こ
る
で
す
か
、
主
だ
完
全
に
選
埠
く
れ
に
し
て
腹
膜
炎
を
ひ
き
姦
こ
す
・
人
の
多
い
国
に
な
る
と
い
う
こ
と

五
と
え
ば
、
今
働
け
る
人
、
十
人
に
老
：
し
て
な
い
人
は
今
す
ぐ
役
場
の
窓
口
で

が
改
訂
せ
ら
れ
た
。
．
七
、
公
民
館
新
築
工
事
請
負
契
約
の
承
挙
に
対
す
る
目
覚
が
選
挙
人
全
体
に
浸
と
そ
れ
こ
そ
全
治
ま
で
な
ん
ヶ
月
も
か

透

し

た

と

は

言

え

な

い

の

が

実

状

の

よ

か

り

ま

す

。

人

一

人

の

割

合

で

す

が

、

あ

な

た

が

老

加

入

手

続

き

を

し

て

く

だ

さ

い

。

ま

た

、

三
、
学
校
給
食
セ
ン
ク
ー
使
用
科
条
例
＂
認

で
す
。
住
民
が
選
挙
に
参
加
す
る
こ
盲
腸
は
右
の
下
腹
か
ら
い
た
む
も
の
~
人
の
仲
閲
入
り
す
る
昭
和
九
十
年
ご
る
・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
の
配
偶
者
は
希
望
に

~
。
エ
皐
施
行
中
の
公
民
館
新
築
工
事
誼
う

i

よ
っ
て
国
民
年
釜
に
加
入
で
き
ま
す
。

の
一
部
改
正

と
は
、
選
挙
が
で
き
る
と
い
う
権
利
で
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
の
で
す
が
、
に
は
、
三
人
に
一
人
の
割
合
に
な
る
と

0

原
材
科
の
価
上
り

tC
伴
い
、
十
二
月
負
契
約
に
つ
い
て
承
認

す
。
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
た
い
て
い
が
い
い
わ
れ
ま
す
。
若
い
人
に
老
後
の
生
活
]
な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
場
窓
口
で

あ
る
と
同
時
に
義
務
で
も
あ
る
の
で

分
よ
り
次
の
通
り
使
用
科
を
改
め
る
。
．
工
事
諮
負
人
大
洲
市
村
上
エ
莱
株

何
人
か
が
参
加
せ
ず
に
行
な
わ
れ
た
み
ぞ
お
ち
、
又
は
お
な
か
全
体
か
痛
み
、
を
み
て
も
ら
う
の
略
む
づ
か
し
く
な
り
こ
ぶ
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

小

学

生

一

食

四

十

丘

円

[

式

会

社
[
工
事
請
負
筵
五
八
、

0
0
0
千

円

選

挙

は

、

正

し

く

民

意

が

反

映

し

な

い

吐

気

も

し

ま

す

。

玉

す

。

若

い

働

け

る

今

か

ら

11

し
あ
わ

i

月
額
八
百
円

つ
れ
て
右
迂
な
老
後
の
生
活
IJ

の
た
め
に
準
傭
し
-

[
工
期
胎
和
四
十
五
年
十
月
十
日
こ
と
に
な
り
、
又
参
加
し
な
か
っ
た
選
も
ち
ろ
ん
峙
間
が
た
つ
に

中
学
生
一
食
五
十
二
円

．
か
ら
昭
和
四
十
六
年
｝
—
-
月
三
十
一
日
挙
人
は
社
会
に
対
す
る
希
望
や
、
批
判
下
腹
に
痛
み
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
か
、
ロ

月
額
九
百
円

四
、
児
童
手
当
支
給
条
例
を
制
定
八
、
町
議
会
議
員
の
定
数
条
例
の
改
正
を
根
本
か
ら
捨
て
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
う
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
お
そ
い
の
で
"

今
回
の
選
挙
は
、
特
に
「
よ
く
考
え
す
。
お
か
し
い
．
と
思
っ
た
ら
一
刻
も
早
~

0

十
月
一
日
よ
り
児
童
手
当
を
支
給
す

"
0

当
町
の
人
口
波
少
に
よ
り
条
例
に
よ

こ

く

さ

。

[

~
\
、

v

新

年

あ

け

ま

し

て

二
三
、

, 1 T 9 9'≪ 9 

十

二

月

定

例

町

議

会

終

る

U•9 + f 内 1• 『 i~" ＇む 1 1. 
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成

人

の

日

と

国

民

年

金

は

あ

な

た

が

主

役

で

す

。
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焚マ

一
、
楕
起
し
5

・
一
夏
過
ぎ
た
原
木
は
普

通
冬
場
仕
事
と
し
て
樗
起
し
を
行
い

ま
す
。
尚
雑
菌
の
心
配
あ
る
場
合
に

は
早
目
に
し
、
特
に
椎
茸
菌
の
蔓
延

の
遅
れ
て
い
る
場
合
は
遅
く
し
ま
す
。

憎
起
し
は
椎
茸
の
発
生
を
計
る
作
．

束
で
す
か
ら
伏
込
場
所
よ
り
風
が
少

な
く
湿
気
の
多
い
処
が
適
し
ま
す
。

次
の
こ
と
を
参
考
に
檜
起
し
を
行
な

っ
て
下
さ
い
。

L

艮
い
惰
場
条
件

イ

南

又

は

東

南

向

ロ

適

度

な

傾

斜

ハ
風
の
強
く
な
い
処

二
水
の
便
利
な
処

ホ
交
通
の
便
利
な
処

ヘ

散

尤

線

二

0
i
l
―-
0
伶

卜

湿

度

八

0
i
j
L
oが
IO

2

良
い
惰
木
の
鑑
定
・

イ
表
皮
は
原
木
の
光
沢

ロ
木
口
が
褐
色
で
あ
る
。

ハ
堅
量
感
が
あ
る
。

二
樹
皮
柔
ら
か
く
弾
刀
あ
り

ホ
走
り
子
の
発
生
あ
り

二
、
椎
茸
の
採
取
：
先
ず
ど
ん
な
椎
茸

が
高
く
よ
く
売
れ
る
か
を
研
究
し
て

採
取
す
る
単
が
大
切
で
す
。
そ
の
為

日

日

日

5

?

8`

9

 

l

l

l

 

雨
で
採
り
遅
れ
る
~

と
反
り
か
え
っ
た
り
、
~

カ
ケ
ハ
に
な
っ
ふ
た
り
、
[

虫
害
を
受
け
や
~
す
く
~

゜

な
る林

業
改
艮
指
導
員
i

し
い
た
け
増
産
の
か
ん
ど
こ
ろ
四

肱川土場
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1 3 11 .. 6 0 1 3 0 ,沫•~ !,~ ・i ・ ~ ,~ • :, ・ ・ 口6虚上し，3． I .2 m 
．． 

9円，．..,・ 5 0銭1 6 II 5 8 1 0 5 4 
..，ì 

. 7 下 3 3 ・3 3 
2.0 m I松箱材

8 上 2 0 2 5 
l 

1 6 " 3 2 3 8 2. l 1几
2.1 m 

末口 14虚上3 0 II 5 4 4 8 

I.0 m l 2上 2 0 2 0 3 0円～ 35円

6.0 m 1 3上 6 8 1 4 6 

6m以上 足場 1mにつき

平表は，肱川町内の自動車土喝の価格です。（オ当り）

故に，連賃や市場手数料など差引いたものです。

県森連椎茸共販売所に於ける相場

l. 人札の月日 8 4 6. 1。 12 

i. 価栢 9 1 0ケース

高1直

中値

安値

概要

次回市1月 27日 2月 l7日です。

5日前位に出吋して下さい。

y 會

乾 しいたけ相場表

4. 7 6 0円

3,344円

1,960円

社
芸
幅
祉
事
業
へ
寄
附

材相場表[:, ＇i,‘ 
,.; 

昭和 45年1！月 8日市

1 2月のできごと

1 1日 防火デー
l l日＇乳幼児検診・健康相談

10鼻OO～;l?,OO（公民館階上i ; 、 )

第 7l回定例町議会，＇

（会議室）

戸，A町碍愛諷班研修
（役嶋階上） 

2.1日定疇耀長会，知事選挙部落

；漣絡員会 （役場［堵上） ．．．．． 

2 2日 衛生相談（共栄集会所） •三
. 2 4日 インフルエンザ予防接種

4. -3. 2. 1.採 ら と ‘4. 3. 2. 1.けの城きもりに

（肱JIl，中学校） に
葉 易し き 吸 取 な 次 雨 入 開 と てででめうどは

日色い‘乾且つ目をいの子出れ採き香゜出下ーはるかん森
.....,....... :・.'.;.・.......... Iな和沢゜煮燥つて和心こよ採米傷収 倍 米さ般乾よるな林

， る子＇が え技手森千掛とう取るまし は るい的椎うか銘組
5. ゜ が悪 子術間りのけになのだなた 九 限， 0,に茸にを柄合

雨い 等 の か ‘ 山 て な 欠 欠 け い 椎 分 り はがし研をと
に，ー。 の蕎多乾倍下り点点早ょ茸 開 日 次主て究つ街
会＇ 不度，＜燥 iさまか： ＜．うは，き 和、 の体下しく接
う 艮化い時六いすぁ雨乾に浅 冬 子 事でさてるな
と、， 品をる間缶゜゜り子燥すい 蓋； で 柄あい取の連
モ に 必 ° が の 日心でする谷 は 採 をり゜りが絡
ミ な・要長水和う採る．°器六 る 心ま当方ーを
ジ りと びを子かる゜ （Iて分 こ 掛す地を番と

・ る 君 福 協 さ 五 さ も 也 のにき
°の祉試れ千んさ‘たおに影
この会ま円にき又めく亡地
遺たでし也おに久役らく部
志めはたを（亡保立れな落
に有こ゜社らく部て たらの
報 効 れ 会 れ な 落 て香れ冨
いにを 福たらの下典た永
た 1吏基 祉香れ永さを御ク
い用草 協典た田い社王ネ
としに 識を御ヨと会人子
言‘加 会同王シ金福亀さ
つなえ へ じ 人 ミ 式祉雄ん
てき社 寄（秀さ万単さは
い両会 附釜芳ん円莱んさ

香
典
返
し
を
止
め

l 4. 6 0 0 kg 



昭和46年 2月分学校給食献立表（予定） 肱川町学校給食七ンクー

日

曜
日

1 
月

2 
火

3 
水

4 

万
□ 8 
月， 
火

10 
水

I 

11 
木

12 
金

15 
月

16 
火

17 
水

18 
にんじん白菜わかめねき‘‘木 35.8 38.5 

19 iじゃがいも、マロ-ニー - 696 880 
毎

好き焼き風蕉
こんにや〈 油 さとう

牛肉厚あげ に ん じ ん た ま ねぎ臼菜 24.5 31. 3 
22 スパゲッティ にんじんたまねき‘・キャペッ 742 915 
月 ミートソース

スパゲッティ 油 豚ひさ肉、粉テーズ グリンビース 為． 6 31. 3 
23 ホワイトシチュー 口やがい-も コーン-

1 にんじん たまねぎ 760 960 
火 レーズンパン マカロニ油 牛肉 粉チーズ脱脂粉乳

グリンピース レーズン 21.8 2l-i. 4 
--

24 ⑱8 880 
水 厚あげのそぼる煮 マロニー 油さとう 婦ひさ肉厚あげちくわ にんじん 白菜 29.o 37.9 
25 スパゲッティ にんじんたまねぎキャベッ 850 1. 047 ポテトサラダ じゃがいも

スモークミート 粉テーズ木 OL oニューココア マヨネーズ 白菜みかん 25. 5 32.6 

26 
冒げ パン みそ汁 油さとう じゃがいも I 豆腐 油あげ•一みそ にんじん白菜わかめ ねぎ

719 860 
釜 ャムパン 24.6 31. 7 

! 

材料の都合により献立を一部変史することがあり注す。



象の

(I.J し
心自て千一
自 由参万、

由化り円

ま＾化‘ま([)
<‘・金し
る過融た
し呻埠 v

ぃ
,............................. 

上し千目皆情
げた円標様勢
まこ乙）をのい
すと実上御年
〇え績廻 理で

をる解ぁ
上 五御り
げ 億協ま

し目六カし
厚標千 陀 た
く完ーよが
苓遂六り‘
礼出七 史
申来万 し
しま八て

、 ．．．．．..令●・ • ・ •ヽ・・・・｀‘ヽ・・・・ヽ• *.．．．,．．．． 

春複をゅ性推 p B 料従
肥合 表つで従十複と来
五燐わ〈あい‘合し([)
五 加 し りるた K 燐て三
kg安まとたし十加‘九

六すとめま四安新
夏 0 0 け I すジ六し
肥四出 B o を 0 ＜妬
二号 し尿こ本四出変
〇施 くて素の年号たつ
kg用み除が肥心＾くて

のあ々き料夏 N み
秋場いにわは肥十あ
肥合 I 肥め緩か六い用
二は B 効 て効ら ‘I 肥
．．．．．傘..................................,.令● 9 ●...,. 

改 心 外 は 消 足 生
良今約愛よ四費し糸さ史
を年三媛り一さてしれ上
行の倍県輸万れい需る
な 繭に で入俵たま要
い増増はさでのすは春の
ま産や養れ‘は°年に
しにす蚕てそ三＾々そ

g ょ具計をい(/,)0戦増 な か
うえ画十ま内万前加え予
°てで年す六俵でして想

す 後-万‘旱ヽ

°に 俵 四
現 が五多が
在国年（不

.......ヽ・・・....,.......● ● 9 9,  •.、..................

目

に
つ
い
て

o
o
 

[

先

立

っ

て

根

の

活

両

即

が

盛

ん

に

な

る

の

で

、

元

肥

の

施

用

多

く

す

る

の

．
は
苓
く
れ
な
い
よ
う
妬
し
な
け
れ
ば
な
[
で
ヽ
—
度
に
強
い
迂
ん
定
を
ナ
る
の
は

ら

な

い

。

・

好

ま

し

く

な

い

。

下

枝

3
桔
損
を
防
ぐ

．
栗
の
施
用
基
準
は
表
3
と
お
り
で
元
肥
た
め
密
生
部
を
計
画
的
に
闊
引
き
せ
ん

[
は
一
月
中
旬
が
施
用
3

適
期
で
あ
る
。
定
す
る
0

末
結
果
の
幼
樹
は
主
枝
先
端

ま
だ
の
方
は
三
十
九
化
成
七
十

kgを
い
の
切
り
返
し
と
、
太
枝
が
多
す
ぎ
れ
ば

る

に

当

逹

成

、

販

そ

い

で

施

用

し

て

く

だ

さ

い

0

施
用
法
そ
し
聞
引
き
を
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を
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あ
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：
リ
水
稲
酪
農
協
業
経
営

」
値
が

;

応

[

山

形

県

西

置

賜

郡

飯

豊

町

下

川

原

協

"

0

肢
阜
県
加
茂
郡
富
加
村
；
薬
取
締
広
の
一
部
を
改
正
を
す
る
法
律
．
農
林
省
は
十
二
月
四
日
、
目
民
党
総

根
津
耕
一
氏
]
朱
お
よ
び
農
用
地
の
土
撰
の
汚
染
防
止
[
合
農
政
調
査
会
小
歪
員
会
に
‘
四
十
六

．
で
す
か
ど
う
し
て
も
、
一
．
同
営
農
組
合
（
代
表
手
塚
卯
兵
衛
氏
）
．

・
等
に
関
す
る
法
律
案
を
国
会
に
提
出
す
五
士
蕊
の
生
産
調
整
目
標
量
を
―
―

1
0
0
万

~
山
形
県
西
置
賜
郡
の
稲
単
地
帯
に
姦
[
経
エ
規
模
の
拡
充
を
は
か
る
と
と
も

ニ
木
炭
が
必
要
と
か
。

い
て
、
四
戸
の
農
家
に
よ
る
水
稲
と
酪
．
に
、
品
種
系
統
管
理
、
す
ぎ
の
秋
ざ
し
．
る
こ
と
を
決
め
た
。
：
ト
ン
と
し
た
場
合
の
生
産
調
整
奨
励
補

＜
 

ヽ

i

ヽ
価
格
も
だ
ん
だ
ん
上
っ

、
犀
の
完
全
協
業
経
営
を
行
な
い
、
大
型
．
一
年
半
山
出
し
、
及
び
、
ひ
の
き
二
年
]
農
薬
取
締
法
は
、
農
薬
に
つ
い
て
登
．
助
釜
支
給
に
関
す
る
考
え
方
と
試
算
の

~
一
級
七
八0
円
、
か
し
一
七
―
―
―

丘
場
の
造
成
、
牧
野
造
成
、
水
田
飼
料
生
山
出
し
の
健
苗
養
成
、
病
虫
害
対
策
、
．
録
の
制
度
を
設
け
、
販
売
及
び
使
用
の
内
容
を
示
し
た
。

；
各
一
級
七
二

0
円

、

士

一

級

禅
化
の
た
[
•
作
莱
の
機
械
化
、
労
務
雇
用
の
近
代
化
規
制
等
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
、

1農
薬
霙
励
補
助
並
の
態
様
と
そ
の
一
〇
ア
ー

五
物
の
導
入
、
乳
牛
の
飼
育
に
よ
り
、

"
0円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
月

め
予
定
の
前
日
に
連
絡
を
し
日
現
在
の
農
協
買
人
価
核
稲
作
地
帯
の
農
家
経
営
の
範
と
す
る
に
等
、
技
術
、
経
営
の
両
面
で
優
れ
、
地
の
品
質
の
適
正
化
と
、
そ
の
安
全
か
つ
ル
当
り
単
価
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

蘊

正

な

使

用

の

確

保

を

図

り

、

も

っ

て

①

単

純

休

万

円

＂
域
産
業
の
振
興
に
貢
献
し
た
。

・
木
炭
お
手
持
ち
の
方
は
今
が
出
：
足
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

て
下
さ
い
。
荷
作
に
時
間
が
か
か
り
ま
~

．
農
業
生
産
の
安
定
と
国
民
の
健
康
の
保

{
5

市

町

村

託

し

た

場

す
の
で
是
非
御
協
刀
を
お
願
い
致
し
注

年
唸
に
資
す
る
と
と
も
に
国
民
の
生
活
環

i

合

三

•
愛
知
の
り
振
興
に
指
導
的
役
割
·
優
秀
な
和
牛
産
出

い
期
で
し
ょ
う
。

゜
す

③

晨

地

保

に

賃

貸

し

境
の
保
全
に
寄
与
す
る
こ
と
を
且
的
と

六
0
年
辛
苦
し
て

〖
水
産
部
門
〗

栄
え
の

〖
畜
涯
部
門
〗
ょ
す
る
旨
を
規
定
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
°
]
た
場
合

二

月

醤

油

兄

遷

日

、

i

0

乾
の
り

．

天

皇

杯

受

貨

者

決

る

。

足

知

県

知

多

郡

美

浜

町

0

肉

用

牛

．

農

用

地

の

土

製

の

汚

染

防

止

等

に

閲

m[
晋

通

作

場

合

・

三

万

五

、
農
用
地
の
土
痕
0
特
定
~

野

田

泰

昭

氏

0

大

分

県

玖

珠

郡

玖

珠

町

＂

す

る

広

律

は

十
一
月
几
目
、
農
菜
祭
沖
央
審
査
会
＂

向

大

豆

、

二

月

五

日

金

大

谷

愛
知
県
は
、
わ
が
国
の
の
り
O
庄

壬

亨

志

津

里

伝

氏

[

旧

写

品

匹

宜

に

よ

る

汚

染

の

訪

止

及

び

除

作

し

た

揚

ら
農
[

II

十
二
日
11

オ
ヤ
プ
岩
谷
に
お
い
て
、
種
目
四
七
七
点
中
か

に
埠
い
て
第
一
位
で
あ
る
が
、
野
田
泰
•
第
二
勘
全
国
和
牛
乳
共
進
会
に
森
い
．
去
並
び
に
つ
の
汚
染
に
係
る
晨
用
地
の
合
―
―
―

II

十
九
日
II

宇

和

川

産

、

園

芸

、

畜

産

、

蚕

糸

、

林

産

、

水

．

＾
て
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
母
、
娘
―

i

-

＂

利

用

の

合

理

化

を

図

る

こ

と

に

よ

り

、

応

四

永

年

性

た

昭
は
養
殖
の
技
術
、
製
品
の
質
、
個
人

II

二
十
六
日
lI

予
子
林
中
津
＂
産
の
六
部
門
各
一
名
の
天
皇
杯
受
賞
者
．
，

頭
の
焦
毛
和
櫨
種
雌
牛
で
あ
っ
て
、
三
入
の
健
康
を
そ
こ
な
う
姦
そ
れ
が
あ
る
•
四
万
円

＂
が
次
の
通
り
決
定
、
発
表
さ
れ
た
。
こ
的
の
生
産
性
も
高
く
、
漁
莱
経
営
の
う

ま
た
、
の
り
研
頭
と
も
体
直
一
ハ
五

0
キ
ロ
を
超
え
る
雄
い
農
畜
産
籾
が
生
産
さ
れ
、
又
は
臭
作
吻
な
翡
、
こ

:
◇
農
産
部
門
（
水
稲
酪
農
協
業
経
営
）
．
え
で
も
優
れ
て
お
り
、

販
売
部

＂
等
の
生
育
か
阻
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
．
の
認
一

・
山
形
県
西
置
賜
郡
飯
豊
町
下
川
．
究
会
の
会
長
と
し
て
地
城
の
の
り
の
振
干
大
な
体
積
を
有
し
、
肉
用
牛
と
し
て
の

、
も
っ
て
国
民
の
健
康
の
保
設
及
び
[
`

原
協
同
営
農
組
合
．
興
の
う
え
で
指
導
役
割
を
果
し
て
い
る
均
整
の
と
れ
た
体
型
を
も
ち
、
繁
殖
成
，
し

繹
む
き
わ
め
て
優
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
乙
生
活
猿
境
の
採
全
に
資
す
る
こ
と
を
目
~

（
代
表
手
塚
卯
兵
衛
氏
）
｀
も
の
で
あ
る
。

四

九

年

度

出
品
者
が
一
途
に
黒
毛
和
種
の
系
統
繁
乙
的
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

入
涵
誓
部
門
（
セ
ル
リ
ー
経
営
）
．

麗
渡
し
情
況
一
ハ
ウ
ス
と
露
地
で
｀
殖
に
つ
と
め
る
こ
と
六

0
年
に
お
よ
ぶ
＂
ふ
…
…
…
…
•
;

.• 

…
•
i
:
…
…
;
.
;
：
ロ

辛
苦
の
所
産
で
あ
っ
て
、
そ
の
優
艮
形
[
亡
祝
代
社
会
と
呻
竺
来
に
関
す
る
研
究
~
[

＂

七

ル

リ

ー

の

長

期

出

荷

・

[

長

野

県

茅

野

市

玉

川

度

米

の

売

渡

し

も

秋

か

ら

．

丸

茂

伊

ー

氏

i

.
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[
園
芸
部
門
〗

f

羞
界
は
強
い
を
も
ち
、
今
後
の
肉
．
[

の
恵
ま
れ
、
又
心
配
さ
れ
ま
；
ど
酋
産
部
門
（
肉
用
牛
）

[
O
七
ル
リ
ー
経
営
扉
牛
改
良
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
＂
農
林
省
は
こ
の
ほ
ど
ア
現
代
社
会
と
~

し

ー

よ

大

分

県

玖

珠

郡

玖

珠

町

[

も
志
津
野
伝
戸
°
長
野
県
茅
野
市
玉
川
~
て
い
る
。
晨
莱
に
関
す
る
研
究
」
を
開
催
す
る
こ
[

;Jを
き
め
た
。
研
究
は
十
五
名
程
度
の

i

丸
茂
伊
一
氏
~

七

営

）

＂

[
高
冷
地
忙
ぶ
い
て
、
セ
ル
リ
ー
作
を
[
.
学
識
経
験
者
に
よ
っ
て
行
な
い
、
囮
十
~

量

大

字

柏

谷

．

二
ハ
年
九
月
を
目
途
に
と
り
ま
と
め
を
行
~

と
し
た
経
営
を
行
な
い
、
作
付
体
[

岡
野
谷
富
三
氏
二
土
体

残

嘉
の
確
立
、
省
力
技
術
の
導
入
に
つ
と
~
：
な
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

＂
王
①
都
市
~

,'済

｀
、
ハ
ウ
ス
、
ト
ン
ネ
ル
、

:
l
,
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二
日
火

四
日
木

六
日
土

九
日
火

十
二
日
怠

十
六
日
火

十
八
日
木

二

十

日

土

二
十
三
日
火

二
十
五

ォ
ャ
プ

宇
和
川
南

二
月“

 

宇
和
川
北

大
谷

谷
口

月
野
．
オ
ヤ
プ

宇
和
川
南

宇
和
川
北

大
谷

谷
口

一
月
集
配
予
定
日

◇
林
産

◇
蚕
糸

l 

加
村

り
皆
さ
ん

の
で
な
る
べ

了
し
て
下
さ
い
。

農
政
り
う
ご
き

ノ

＇ 


